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低速の拡大速度の北極海海嶺のうち、Knipovich 海嶺と Gakkel 海嶺においては、幾つかの試料について研究さ
れているに過ぎない。このような空白を埋めるために、Knipovich200 航海で 9 地点で岩石試料採取が行われた。
大きくは北部 Knipovich 海嶺と北部 Knipovich 海嶺中部の Logachev Mountain 域である。採取された岩石はソレア
イト系列の玄武岩である。同じ Mg＃においても、TiO2 含有量が異なる場合があり、マントルソースの違いを反映
している可能性がある。斑晶鉱物であるかんらん石の組成がMg#-NiO 含有量ダイアグラム上で幾つかのトレンドを
持つこともマントルソースの違いを反映している可能性がある。 

 
 
 


